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185　　　　 妊娠経過 に伴 うangiotcnsin 　I に対す

る血 管反応性 の変化 と血 管内皮機能の 関与

　　 一妊娠家兎摘出血 管 を用 い た検討 一

186　　　　 家兎に おける妊娠経過 に伴 う血圧変

動 と ア ン ギ オ テ ン シ ン 且 感受性 の 変化

　
一麻酔下な ら び に 非麻酔下で の 検討
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［目的 1妊娠 に伴 う血 管不応性 の 獲得が，血管内皮

機 能，な か で もEDRF （NO ）活性 に よ っ て もた らさ

れ る こ と．そ して そ の 血 管不 応性 の 消失が子宮胎

盤 乏血に よる血管内皮機能の 低下 とNO 産生低 下

に ある こ とを報告 して きた．今 回，正 常妊娠家兎

の 摘 出血管 を用 い ，妊娠経過 に 伴 うangiotensin 　R

（A −H）に対 す る血 管不応性の 変化とlfEL管内皮機能

との 関連性 に つ い て検討 した ．［方法］妊娠 日数19

日 か ら31 日 の 妊娠家兎及び非妊娠家兎 を用 い ，総

腸骨動脈 の 輪状切 片 を作成 した．それぞれ の 血管

切片 は，血 管 内皮 の存在下 と剥 離下 の 両条件 下 に

つ い て検討 を行 っ た ．血 管反 応性 の 指標 と して，

A −fiの 累積的投与 に対 するECsc値 （50％最大収縮力

値 を示すA −H 濃度の
一10g値）を用 い 検討 し た．［成

績】血管内皮剥離下 で の 非妊娠時 の ECso値は8．07

± 0ρ35（m ±SE ）で ，妊娠 中期後半の 妊娠 19−21 日

で は8．05± O．084，妊娠末期 の 妊娠29 −30 日で は

798 ± O．065と ， 妊娠経過 に伴 う有意 な変化 を認め

なか っ た ，一
方血 管内皮存在下 で は

， 非妊娠時の

ECso 値 は7．68± 0｛）29，妊娠 19−21 日で は 7．52±

O．034， 妊娠 29−30日で は741 ± 0．101と，妊娠経過

に伴 う低 下 傾 向を示 し
， 妊娠 29−30 日で は非妊娠

時 に 比 し有意 な低値（pく 0，05 ），即 ちA −llに対す る

血 管反応性の 有意な 低下 を示 した．［結 論1妊娠家

兎で は，血管内皮 の 存在 に よ っ て 妊娠後期 に到る

まで A −1 の 血 管反 応性が鈍 化 して い くこ とが認め

られ た．こ れ は 家兎 の 妊 娠時の 血 圧変動が
，

ヒ ト

とは異 な り妊娠後半期 に かけ て も低下傾 向 を示す

こ と と相関 して い る ．妊娠性高血圧 の 発 症機序に ，

妊娠 中期 以降 で の 血 管内皮機 能障害に 基 づ く血管

不 応性の 獲得障害が 関与する可能性を生理 的妊娠

家兎噬管の 検討か ら考察する こ とが で きる．

〈目的〉妊孕現象 に伴 い 母体血圧 は低下傾向を示 し、

ア ン ギ オ テ ン シ ン 且 （A一且 ）に 対す る 感受性が 鈍化

す る こ とは よ く知 られ て い る 。 我 々 は妊娠末期 に

向い ヒ ト血圧 が 一．ヒ昇 して い く こ とを報告 して きた

が、妊娠家兎 に お ける血圧 の 変動や 妊娠経過 中の

A9 に対す る感受性の 変化に っ い て は明か で な い 。

さらに 血圧 とA糲 感受性に対する麻酔の影響 も明

か とされ て い な い 。 そ こ で 今回家兎 に お ける妊娠

経過 に伴う血圧 変動とA・．H 感受性の変化を明 らか

に す る こ とを 目的と した 。 〈方法〉対象は家兎24羽
で そ の うち 1群（7羽）で は妊娠20−．24日 目に頚動

静脈に カ テ ーテ ル を挿入 し、考案 した ジ ャ ケ ッ ト

に 固定 し、術後 2 日目 よ り分娩 に 至 る ま で 無麻酔

下で 血圧を測定 した 。 H群 （］7羽）で は妊娠 19− 30

日 で カ ル バ ミル 酸エ チ ル 2．5− 3．Og／
「
kgを腹腔内投

与 し、 1群 と同様に血圧 を測定 した 。 A− llに 対す

る感受性は A− U を 80ng！kg／

imin
で 10分間投与 した 。

＜成績＞ 1群で は平均血圧 は陣痛発来 4 日前 よ り 2

日前ま で有意 に低下 し（72．2土 3．4−・63．7士 4．5−．・

57．2± 2、7mmHg）、 1日前 に は 2 日前に比 べ 有意 に

一と昇 した （57．2± 2．7→ 62．8广』L3．　lmmHg）が、　A．−H 感

受性に は有意 な変化は認 め られ なか っ た。一
方、

且群で は妊娠 19−21、22−24、25−−27、28−30日目に

分け て 検討 した が 、血圧 は そ れ ぞ れ 80．4± 4．7、

71．4± 2．3、64．　4± 0．6、 59．3± 8．lmmHgと妊…娠末

期 に 向 か い 有意 に 低下 し た が 、 舟 H 感受性 に は有

意な変化は認 め られ な か っ た、，ま た 、麻酔下で は

A¶ 感受性 の 減少傾向を示 した。〈結論〉妊娠家兎

に お い て は妊娠末期に 向か い 血圧 は低下 して い き、

分娩発来 1 日前に 、ヒ昇す る こ とが 認め ら れ た 。

一

方、妊娠経過に伴う A−II感受性は 妊娠期間を通 じ、

増加 も減少 も認 め らtL．な か っ た 、
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